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Wer enthauptete Haydn? 

植田 三E 
J官、 

Hans J oachim PEPPIN G 共訳

翻訳者の前書き

日本では、 ドイツ文学研究者を別にすると、 ErnstWilhelm Heineはほとんど知られていない

作家である o 1940年ベルリン生まれのハイネはブラウンシュヴァイク工科大学  (Technische 

Universitat Braunschweig) で建築と都市開発の勉学を経て同大で助手として教鞭を取った。南

アフリカに魅了された彼は 1968年ヨハネスブルグに渡りそこで  1973年に自分の建築事務所を設

立した。

彼の文筆活動は 1974年に月刊誌  Sauerkrautの発刊で始まった。 1978年ドイツに帰国してから、

様々なラジオ放送局のためのラジオドラマの執筆を始め、同時に講演で自らのアフリカの経験

について語り、文学作品も発表した。

しかし、あくまでも文学が趣味であった彼は主として建築家として生計を立てた。 ドイツで

自分の趣味に没頭すると同時に、サウジアラビアのコパルで、衛星都市の建築プロジェクト長を

勤めた。 1982年からドイツのシュトウッ卜ガルトでエンジニアリング会社の建築部門長として

働き、 1984年から 2年間サウジアラビア政府の建築アド、パイザーとして活躍した。 1986年から、

やっと本格的な執筆活動に全エネルギーと時間を捧げる余裕ができた。

様々な小さな作品を執筆した彼の初めての本当に大きな成功は 1993年に出版された AnBord 

der Titanicであった。このブラックユーモア短編集はすぐに全ドイツで人気になり、さらにフ

ァンたちの間で彼の KilleKille Geschichtenはほとんどカルト的とも言うべき地位を得た。

たが、彼がまともな文学作家として評論家に認められたのは 1994年であった。その年に彼の

歴史小説 DasHalsband der Taubeが掲載されるとすぐにベストセラーになった。そのあと次々

と新しい作品が出版される O 彼の歴史小説はすべてヨーロッパの中世を舞台としている O 個人

的見解では、ロマンチック街道のローテンブルクの歴史を扱った本が一番読む価値がある。歴

史学者でさえその本を学生に推薦するほどの作品だ。

歴史小説以外、ハイネはノンフィクションの分野でも活躍している。その中の彼の一番有名

な本はおそらく Werermordete Mozart?と Werenthauptete Haydn?であろう O 私たちはその作品

から一つの短編を選んで、できるだけ原文に忠実に日本語に翻訳した。 
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雑がハイドンの首を切り取ったか

ヱノレンズ介・グィノルヘノムふ・ノ、ノ〆や

警'erent占aupteteHtりdd

ドイツ人なら識でも、たとえ者奈が余り好きで立くてもヨーゼフ・ハイドンをドイツ罷散の

メロディーの作曲家として知っている{九音楽史は被を� f交響曲と弦楽路重奏曲の父j と呼ん

でいる、というのは披はi誌の交響曲と� 83の掠楽四重奏曲を書いたからである。

でもヨーゼツ・ハイドンを知っている。しかし、それで、もほとん も披が首を切り取ら

れたことは知らない。

ハイドンはそーツアルト� (2) のような天才少年ではなかった。彼は田舎の生れであった。父

はニ恥� ダ…エスタライピ絞 め辺首sな宿舎の馬東職人であった。ハイド、ンは晩熟であった、音ω

りでなく。同時代の人たちがすでに例入もの子持ちになった年代になって初めて、彼は

に興味を持った。彼は醜くて内気であった G 援の端機跡がある顔には、いぼ:伎の麓れものの

できた余りに大きな鼻が突き刺さっていた。ほとんど頚のない太い0糠の短い胴体の上に頭が

乗っていた。今日ばかりでなく当時の自で見ても、被は苦ーのブランク族の下，智氏めようであっ

彼の按装は、お爺さんの持代ほど保守的で、、いつも持十年か時代からi壊れていた。彼は自

粉を漁ったかつらが好きで、もう長い間流行っていないのにそれをつけていた。� 30代の頃には

すでに、老年懸からも若年震からもりえパ・ハイドンJと呼ばれた。情愛的な感情泣披の人/1:.

で辻、もぐらの一生の日光のようなものだった。 彼の結婚は最初から悲惨であった。はやかま

しい、かつら作りの娘はハイドンの手書きの� をケーキの敷物に{吏った。ハイドンは彼女の

w どを嘆いて言った。「設女i土全然素養がない。� 夫が靴職人であろうが芸術玄であろうがまっ
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たく向じだ。 Jそれで、も被は20年もの間結婚に誠実で、あった。もちろんハイドンも、その時代

装語家がそうであろうと思われていたように飽の女性との関係、はあったが、これらの親交は誌

とんど鯖神的なものを縫えることはなかった。まだ、被の棄が生きているときに設はあるイギリ

スの未亡人を敬愛していたが、彼女のことを殺は「もし私が結婚していなければ、後:女と結婚

していただろうリと言った。しかしこの披の心の女性がすでに60歳を謹えていたことを知れ

この「情熱j もまた文議友人の関評、であることが分かろう O 同じく不幸な結婚合してい 

19議のイタリアのオペラ歌手に、もし彼女が自由の身になったら結婚しようと笹泣約束をした。

しかしその後後の妻が実際に死んだ時、彼はさっさと諜げてしまった。パパ・ハイドンには一

つの情熱しかなく、そしてそれは設の音楽であった。何も、全く前もこの喜子良市長的天才に、

盗賊の首領のように首を切り散られるきざしなどなかった。しかし、それて?もそのようになっ

たのだ。

日没産後に砲兵隊が砲火を間給した。震鳴のように砲撃舎が静かな町を飛び交った。砲弾が気

を失わさせるような轟音で詐裂した。火事が起こった。人も動物も不安に見開かれた闘で議

右f主左往したc 命令が苦績の JUj.びと混じりあった。子{芸たちは泣いた。南の城壁の前でドラム

が打ち鳴らされた ω。

シュタインガッセ 19番の家の前の石畳の上で、組弾が蟻発した。爆風が窓ガラスを粉々に砕

き、蝶番から寵騨を引きちぎり、見えないパンチで蝋繍の光を消した。衰弱した主人をベッド 

iこ運んでいた、がに股の従撲と丸ぼちゃの料理女は、恐ろしさのあまりガタガタ震えて床に身

を伏せた。途方に暮れて、この老人は培閣の中に立ち続けたっ「怖がることはない」と彼は

った、「ハイドンがいるところではお前たちι何も詔こるはずがない。」

の翌朝、包掛された町は降伏し

ナポレオン・ボナパノレトは、かつてマリア・テレジア女帝の堂々たる庶域であったシェーン

ブノレン域に宿営を移した。ウィーンは新しい主人を迎えた。 ドナウ橋は進駐連縁の重々しい行

進の下で轟音をたてた。皇帝フランツ (5) は摺夜に紛れて、盗人のように逃げた。

シュタインガッセ 19番では、 77識のヨーゼブ・ハイドンは従撲にわが身者クラヴィーアに運

ばせた。彼は、通りに掃した窓という窓告と開くように命じ ガラスはどのみち全部割れてい

のでむだ zと行為であったがーそして彼が  10年前に議帝と民衆に捧げ、徒に詩人ホフマ

ン・フォン・ブアラースレーベン似 の歌詞によってドイツの盟歌になるはずの、あの賛歌

「持よ、皇子若ツランツを守り給え日を演奏した。

の日から援の:9Eの日まで毎日、ハイドンはこの賛歌を演奏した。設はそれをそのようにパ

ルチザン的な紙抗心で演奏したので、通りの人々は立ち止まりそして樹子を説いだ。それは本

来恩知らずな行いであった、というのはフランス人は後会そのアカデミー会員に粧命したばか

りではなく、すでに生前からブランスでもほんのわずかな音楽家にしか与えられない栄誉を

えていたからである。

ポレオンは自分説身がハイドンと運命的に結ぼれていると感じていた。 1800年 12月24日、

新世紀め の最初の聖夜に、この皇帝ゅ は、ハイドンの「天地創造Jのパリ初演がお祭りの 
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務やかさで担われることになっていたオペラ座に行く途上で、関 を克れた。新聞は奇跡

と書いた。狭いニセーズ通りで、数十キロもの石の破片が家々の殿様を義さえて飛ばされるほ

どの激烈な力を持ったいまいましい装置が、皇帝の馬車のほんの 2 3メートル後ろで蟻発し

たo 40人もの人聞が、手段がバラパラになり血に染まって倒れていた。ボナバルトは、あ

も何事もなかったかのように車を進めさせた。そして表慣を変えず、彰裁のように動かずに

手持1市に座り、天地創i設の響きに耳を{頃けたが、一方・ジョゼフィーヌは。彼の脇でひどく泣きじ

ゃくっていた。 と棋の後後は「ハイドンは正しい、すべての創造のカは死より強い。 J と語っ

た。

ウィーンが征服されて鰐もなく、 1809年 5f1に若いブランス:ま:官がシュタインガッセ 19番の

を耳石いた。扉が開けられなかったので、援はサーベノレのつかを使って大きな音で開けるよう

した。卑実なヨ…ハンはそのフランス人が主人の高価な銀食器告と略奪す明ると患い、急、いで

中からすべてのかんぬきをかけていた。その土官は敵だと思かれていることが分かり、 ドイツ

語とイタリア諸のごちゃまぜの言葉で叫んだ「ソノ アミーコ、私は友達です。ソノ アミー

コ。マコニストロに一目お院に掛り、敬意を表したいのです。 J

やっと中に入れてもらえた彼はハイドンの部牒に飛び込み、軍隊式敬干しをして告げた fクレ

マン・ソレムニ一、第5軽騎兵謹縁大尉で、、平時の騒業は歌手です。マエストロにオラトリオ

『天地創造jの繍奏のお許しを錫りたいのです。 j

まったくもって驚いたハイドン i土、毎日ツランス人ι戦いを宣告していたクラヴィーアに自

らを運ばせた。若いフランス人大尉は澄んだ驚く iまどの力強い街で歌い、者巨匠は自らの手で

した。この驚くべき何分間の聞は、戦いも敵対心も忠れられていた。通りすがりの人たち

で、道は滞った。最後の背が鳴り響いたとき、途方もない告書、戸が沸き上がった。若いフランス人

と老巨匠は至福のあまり友いの腕に崩れ謀ちた。ハイドンは感動の余り子供のように泣い

次の臼の朝、彼はベッドそ離れるには余りに弱っていた。彼は明確に蕗分の死期を悟っ

どりが朝を告げた時、ハイドンは死んでいた。 1809年6月31日と記されている。

がに股の従僕ヨーハン・エスラーは、主人の死合管轄の響宮駐在所に届 iすた。こちらはフラ

ンスの司令官マレー将軍に報告したが、さらにその将軍が死亡報告をナポレオンに伝えたα 皇

帝の命により、シュタインガッセ 19番の家の説iこ、軍の儀伏兵が繰り出した。 

を揚げたナポレオン芸誌の士宮たちが、1]シュテファン大型鷺での公葬のとき、抜かれた貧

に飾りつけた偉大な死者の棺台の鰯に立った。ぞーツアルトのレクイエムで、ウィーンはその

市の最も重要な息子のうちの一人に最後の崩れを告げた。 半世紀のあいだにハイドンは巨大な

量の苦楽作品を生み出した。彼は 100を選える交響曲、弦楽四議奏曲とピアノソナ夕、 100を遥

かiこ超えるミサとおのオペラと、その中の「天地主IJ議j と「四季Jだけでも彼の名義trを不滅に

るに足るオラトリオを残した。ブンツトウノレマー墓地に最後の安らぎを得てハイドンは埋葬

さ才もたc 

1820年にハイドンが死んで  11年が経過していたが、ニコラウス  エスタ…ハージ侠爵  (9)φ

は揺持した小さな集まりの前で「天地創造j を演奏させたO 繍奏会の後ケンブリッジ公爵が  
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(10) ヱスターハージ侯爵に言った� fあ はこの人を からご存じであったばかりでなく、

般の遺体をあなたの先極代々の慕所に る喜ぴなお持ちなのが、うらやましい合J

ヨーゼフ・ハイドンをアイゼ、ンシュタットのエスターハージ後爵の先祖代々の安謹携に埋葬

すると定められた遺志のようなもの詰確かにあったが、戦争の混乱によってこの計画はま

行に移すことができていなかったο ヱスターハージは逸機を取り戻すべく、すぐさまそれ

し� 

2 3日後に、ウィーンのブンツトウルマー墓地でハイドンの議体が発掘されたc まだ全く

鍍損していなし、オークの棺が関かれて、予組i議り骨絡が見つかった。� 11年が経i品しただけのこ

とはあった。棺の上達には腐敗した結の枕のJニに、よく残っているハイドンのかつらがあっ

しかし居合わせた皆がぞっとする驚きで見た一頭と上から� 3番目までの頚推がなかったの

識かがハイドンの首を切り取っていたのであった。エスターハ…ジ侯爵は警察を時んだ。

ただちに開始した調査の結果は、切断は死後緩症からそれほど日数が経たないうち、あるい

はその直後に行われたとのことであった。まだ埋葬稿かその直後に、鋸詣ナイツで死体か

が切り離されたQ 頚椎iこは、犯人が2つの顕椎骨の簡をぶさっちょに切ろうとし、その度毎に

闘い骨の塊に突き当ったようなギザギザの誌があった。その男は喉から首すじまで切断し、そ

してそれを大急ぎ、でやったようであっ

の出来事が10年以上前のことであったにもかかわらず、警察i土手掛かりを見つけ、ネポム

ク・ベータ…という男にたどり着いた。この兇の名前が珍しかったばかりではなく、綾はもっ

と珍しい畿味で広く知られていた。被は{患の人なら切手や蝶を集めるように、死骸の頭蓋骨を

していた。ネポムク・ベーターは埋葬の1週間後に彼の友人口ーゼンパウムと、ハイドン

の棋を密かに著書り� j還した、と調書令散らせたっそして家畜小屋のランタンの光のもとでローゼ

ンパウムが肉盛期のナイフで願者総体から切り離したが、これは死体のしわしわの皮農が皮の

ように竪く締まっていたので、かろうじてできた大変骨の折れる仕事であったとのことである。

引っかかりながら切断する動きが、� H腕頭で死体があたかも自らない舌でしゃべっているかのよ

う比聞こえる音在出したとのことであるの

ローゼンパウムがやっと頭を東導体からもぎ取ったあと、二人の男i主権を閉め、績もこのよう

えt身の毛もよだつこと超こったととなど分からないように、それを埋め戻した。曙光が京すや

ヨーロッパ中の音楽愛詩家がまだ死をa悼んでいる男の頭を、からの穀物設に入れて家

ネボムク� e ベーターはすでに麗敗奥がする頭蓋骨を箱の中のおがくずに突っ込み、風日lこ入り、

いつもと!可じように時間通り役所に行った。彼はニ…ダーエスタ…ライヒ地方，ffIJ務掛の国家公

務員で、あった。まだその日のうちに披辻肉の除去に散りかかったG 誠心の注意を払って、彼は

諮みそ、娘、耳、舌、そして顕皮を取り除寺、骨格から額の前半分のE却を剰がした。使

骨を化学技で洗浄し、そして諜白した。その後彼は患の鶴定;こ取りかかった、というの

ポムク・ベーターは、人慌の精神的な能力とその頭謀長骨の形との鼎には直接担i定可能な関係が

あると学説で していた ブランツ・ヨ ブ・ガノレ~ 11 ) の接金入りの信奉者であった

からである。もし当時よく知られていたこの間違った学説に� の真理があるとすれば、ネポ
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ムク・ベーターの頭はべ/レカルトップエノレ(12) のようであったに濃いない。彼はハイドンの

死体凌専を王家の谷の発誕のように語った。彼の「研ー究j に引き統き彼は死者の顕蛮骨さと設の

友人ローゼンパウムlこ手護したが、こちらはそれを「ハイドンの魂がウジ虫や虫けらによって

破壊される、あるいは半人半畿、えせ哲学者やたちの惑いまま遣が援を愚弄するのを紡ぐために

と釈明したのだが復のミニ大議嬢にしまい込ん

ロ…ゼンパウム宅での家宅捜査は成果会く終わっ 警察は捜索中のハイドンの頭を� lナ

ることは出来なかった、というのは披は発熱性インフルヱンザでベッドで寝ていたロ…ゼンパ

ウム夫人のベッドカバーの日こ隠していたからであった。� o…ゼンパウムは、ウィーンの警察

官は女性のベッドカバーの下合議くような非きしなことはしないだ、ろうと高を括っていたが、正

しかった。エスターハージ侯爵は、警察の捜査が成果を得なかったのを知って、二人の首狩り

人ι候爵に棺応しい多轍の金額を申し出たのそこで民じられないほどの値切り交接が始まつ� 。ι

やっとある額iこまとまり、頭蓋骨がアイゼン、ンュタットに溜ばれた後で、二人の解剖学教綬が

この頭は若い娘の体のものだと判定した。エスターハ…ジは典識を均し立て、今度は明らかに

高齢で死んだ男の頭蓋骨を入手した。こちら詩型端物のようにアイゼン、ンコタツトに移送され、

お祭りの華やかさで、轄のやの頭のないハイドンの骨に添えられた。やっとこの音楽歴史上の

も砕ろしい物語は耕わりを違えた。

しかし見かけは当てにならなかった。死の床でローゼンパウム丘、あの値打ちのある

をまだずっと所帯しており、生きている開はそれと離れたくないと打ち明けた。その議その頭

は様々な人の手に渡り、やっとウィーン楽友協会の所有になったが、ウィーンの人々をしてそ

を引き渡す気にならせるためには、まず州政府の決断が必要iこなっ� 

1954年6丹5日、ハイドンの頭へのこ度目め公葬が取り行われることになった。ただ今関は

それは180ヲ年のように金企iこ染めたオークの葉ではなく、持議長の新鮮な花で師られた。それは

程機卿大科教によって棺台に安設され、清められ、荘重な葬祭ヂIJを連ねてハイドンの生誕地ロ

ーラウ村に運ばれた。ここでは歓謹のために鐘という鐘が鳴り響いた。弦楽四重奏団が2つの

ソナタを演奏し、それから行進はアイゼン、ンコタツトに進み、ここのエスターハージ侯爵のや;

の中庭で長い弔静が述べられた。「栄光にふさわしい主よj 川 と少年合唱尽が歌つ

あのにせの鎖がこっそりと取り去られた接、やっと頭還を骨が轄の体に添えられた。どのよう

な者人が� 2 3年間代理の顕としてヨーゼフ・ハイドンの樺らに震かれる栄養舎を受けたのかな

見るのは、開違いなく特別に興味をヲ|く物語であろう。

はとんど150年近く後に、凌唇された死者はついに最後の安らぎを克つけた。今アイゼンシ

ュタットに安らぐ蟻議脅が本物であるということについては疑いがない、と専門家たち

しているし、そして恐らくそれは正しいであろうが・� 
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記� 

(1) 1732-1809、KaiserquartettCDur、op.76、Nr.30 “

(2) 1756…� 17910 

unオーストリア東部の地方。� 

(4) 娃刑執行の合図。� 

(5) 1768-1835、マリア� '7レジアの孫。� 

(6) 1798 18740 

(7)正確には1800年は18世紀の最後の年。� 

(8) Napoleonが実際に患滑になったのは1804年。� 

(9) 1765…� 1833、 ハンガヲ…の嚢議。ハイドンィの最後のパトロン。� 

(10) 1774一一� 1850、英国主ジョージ聞の子。� 

(11) Franz JosephGall、1758 18280 

(12)小さな皮っきゅでジャガイ� 

(13) Aus dem Danklied zu Gott (Hob‘XXVc:続。� 

79 



Wer enthauptete Haydn? 


Kenichi UEDA und Hans Joachim PEPPING 


Bei unserem Beitrag handeltξs sich um eine kommentierte Ubers号� tzung ein桔� S xtes，悲T des 


zeitgenossischen deutschen Schriftstellers E. W Heine，der in部� inerErz蓋� hlungJ鈴� renthauptete Haydn? 

die Umstande di号� sesmysterio鉛� nVerbrechens aufdeckt. Der Text ist bedeutend，weil er ein Licht wIr食

盆� ufdieAnお� ngeder Eugenik. 
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